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研究成果の概要（和文）：大学において消失の危機にある映像資料を活用し、これからのテレビ・アーカイブ研
究に向けた活動を行った。具体的には、関西大学人権問題研究室で保管されていた約500本のテレビ番組資料を
収集し、専属のスタッフ数名を雇用し、デジタル化作業を行った。また、それらを「ジェンダー」「差別」「地
方」「アジア」といったテーマに分類し、論文執筆や口頭発表、大学の研究利用を行った。

研究成果の概要（英文）：Utilizing video materials in danger of being lost at Kansai University, we 
conducted activities for the future Television archive research. Specifically, we collected 
approximately 500 programs stored at Institute of Human Rights Studies of Kansai University, hired 
several staff members, and digitized them. We also categorized them into themes such as "gender," "
discrimination," "rural areas," and "Asia," and did writing the articles, presentations, and using 
for the lectures.

研究分野： テレビ研究

キーワード： テレビ　アーカイブ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の大学は欧米に比べると歴史資料として映像を収集・保存・活用する研究施設に乏しいのが現状である。と
くに古い映像資料（ことにテレビ番組）はビデオテープの劣化や、再生機器確保の困難もあり、大学としても早
急にデジタル化作業を行っていく必要があった。本取組は、まずは大学に保管されている映像資料のデジタル化
を行い、「映像アーカイブ・システムの構築」を行った。こうした取り組みは、これからの大学における映像資
料の保存・活用システムの基盤をつくるうえで、また大学教育への活用としても社会的意義のあるものだった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

2000 年代後半以降、日本のテレビ研究は「アーカイブ論」全盛の時代を迎えている。多くの

研究者たちがテレビ番組を資料として論じる「検証の時代」が始まった。しかし、日本では歴史

資料としてテレビ番組を論じることはまだ黎明期で、研究方法として確立していない。 

本研究で長期的な目標としているのは、カリフォルニア大学ロサンゼルス校の「UCLA Film 

& Television Archive」における取組である。UCLA は校内に「プロダクション機能（School of 

Theater、 Film And Television）」のほかに、「アーカイブ機能」ももっている。この両軸の機

能は UCLA の特徴であり、過去の映像を用いた実践として学ぶべき点は多い。 

こうした世界的な研究動向を参考にしつつ、本研究の目標は、大学内に「デジタル映像アーカ

イブ・システム」を確立していくことである。 

 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、大学におけるデジタル映像アーカイブ・システムの構築を目指し、まずは関

西大学に保管された映像資料（主にテレビ番組）の保存および大学教育への活用を行うことであ

る。 

近年、日本の映像研究分野において「アーカイブ」概念が注目され、とりわけ 2018 年の国立

映画アーカイブの設立などを契機として、歴史的な映像を収集し、保存し、活用する動きが活発

化している。しかし、ことに日本の大学では欧米に比べると歴史資料として映像を収集・保存・

活用する研究施設に著しく乏しいのが現状である。とくに古い映像資料はビデオテープの劣化

による消失や、再生機器確保の困難もあり、これから大学としても早急にデジタル化作業を行い、

それらを有効に活用する「映像アーカイブ・システム」を構築していくことが急務であると考え

られる。本取組は、大学に保管されている映像資料を用いながら、これからの映像アーカイブ・

システムの構築に向けた活動を始動しようとするものである。大学における映像資料の保存・活

用システムの基盤を確立し、大学教育に資することを目的とする。 

 

 

３．研究の方法 

関西大学人権問題研究室で保管されていた約 500 本のテレビ番組資料を収集し、まず保存状

態を確認した。上記 500 本の映像資料のデジタル化作業のため、専属のスタッフ複数名によって

アーカイブ構築作業、映像および機器の管理、映像の周辺的な情報収集を行った。VHS 再生機器、

ベータ再生機などを購入し、これらの映像資料のデジタル化を行い、誰でもすぐに閲覧すること

ができるアーカイブ・システムを構築した。 

 



 

▲関西大学社会学部アーカイブ作業室 

 

４．研究成果 

 コロナ禍で一時、デジタル化作業を中断したものの、全 500 本のうちのほとんどのデジタル化

に成功した。そのうえで「デジタル映像アーカイブ」のシステムの試作版を完成した。同システ

ムは、デジタル化した映像をシーン単位の情報 (出演者名など)のメタデータを付与し、閲覧す

るものである。出演者名などから直接出演シーンを検索し、そのまま該当動画を再生することが

可能になった。 

 

 

▲構築した「デジタル映像アーカイブ」の画面例 

 

さらに、研究代表者と研究分担者らが、これらの映像資料とシステムを用いた学会発表、論文

投稿を行った。また、アーカイブを用いた講義での活用を進めた。 
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